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穂
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」
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る
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一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

「
公
用
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
二
年
内
閣
訓
令
第
一
号
。
以
下
「
訓
令
」
と
い
う
。
）
は
、

現
在
も
効
力
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
に
、
公
用
文
を
作
成
す
る

際
に
は
「
文
部
科
学
省
用
字
用
語
例
」
（
平
成
二
十
三
年
三
月
文
部
科
学
省
）
を
遵
守
す
る
よ
う
同
省
内
に
お
い
て
周
知
徹

底
を
図
っ
た
が
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
「
子
供
」
の
表
記
に
つ
い
て
差
別
表
現
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
同
省
に
お
い
て
判
断

し
た
こ
と
は
な
く
、
政
府
と
し
て
も
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
し
た
こ
と
は
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

政
府
の
各
行
政
機
関
が
作
成
す
る
公
用
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
は
、
訓
令
に
基
づ
き
、
「
常
用
漢
字
表
」
（
平
成
二
十
二

年
内
閣
告
示
第
二
号
。
以
下
「
現
行
常
用
漢
字
表
」
と
い
う
。
）
の
本
表
及
び
付
表
（
表
の
見
方
及
び
使
い
方
を
含
む
。
）

に
よ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
公
用
文
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
「
子
供
」
の
表
記
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
訓
令
に

お
い
て
は
、
特
別
な
漢
字
使
用
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
こ
れ
に
よ
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
各
行
政
機
関

が
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
個
々
の
事
情
に
応
じ
判
断
し
て
い
る
。
訓
令
は
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
文



 

２ 

 

書
を
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
文
書
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

「
子
供
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
「
常
用
漢
字
表
」
（
昭
和
五
十
六
年
内
閣
告
示
第
一
号
。
以
下
「
旧
常
用
漢
字
表
」
と

い
う
。
）
の
本
表
の
漢
字
欄
に
掲
げ
ら
れ
た
「
供
」
の
例
欄
に
「
子
供
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
子
供
」
と
表
記
す

る
こ
と
が
目
安
と
し
て
周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
公
用
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
等
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
一

日
事
務
次
官
等
会
議
申
合
せ
）
に
よ
り
、
政
府
の
各
行
政
機
関
が
作
成
す
る
公
用
文
に
お
け
る
漢
字
使
用
は
、
旧
常
用
漢
字

表
の
本
表
及
び
付
表
（
表
の
見
方
及
び
使
い
方
を
含
む
。
）
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、
「
子
供
」
の
表
記
を
用

い
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
現
行
常
用
漢
字
表
及
び
訓
令
に
お
い
て
も
同
じ
取
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
五
年

七
月
十
六
日
の
周
知
徹
底
に
よ
り
「
運
用
の
前
提
が
変
わ
っ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
通
知
」

を
発
出
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
子
供
」
の
表
記
に
関
す
る
世
論
の
認
識
も
差
別
表
現
と
の
誤
解
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら



 

３ 

 

か
で
は
な
い
が
、
「
子
供
」
の
表
記
に
関
す
る
国
民
の
認
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
積
極
的
に
働
き
掛
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
子
供
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
必
要
な
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
子
供
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
行
政
組
織
の
創
設
及
び
そ
の
た
め
に
必
要

な
法
令
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
政
組
織
の
名
称
を
含
め
、
与
党
の
議
論
も
踏
ま
え
、
適
切
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。 


